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高橋さん（山形県村山市）

この秋から提携した高橋さん。栽培

面積6町歩、年間70品目を作る篤農

家。「野菜をうまくするには肥料を

抑える、おのずと農薬も減る。」

熊谷さん（山形県山形市）

穂を長くして、いかに籾を充実させ

るか。日頃の観察と肥料設計が重要。

「今年の米はんまいよ」と理想に近

づきつつある熊谷さん。

奥山さん（山形県天童市）

間もなくお届けのラフランス。収穫

後に予冷庫でじっくりと熟成させて

いる。ご自宅で最後の追熟をさせれ

ば、あの一年に一度の幸せが。
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秋から冬へ

　稲刈りを終えて田園風景が一変した。遠くで田焼きの煙があがっていると

藁の香りが通り抜ける。山々も赤く染まっている。前線が通過するたびに一

歩一歩冬が近づいてきている。間もなく立冬を迎える。

＜編集後記＞
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＜イベントのご案内＞

しめくくりのおしゃべり会・東京 国分寺
「にんじんさんで会いましょう」
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● 日時：12月04日（金）18-20時
● 場所：居酒屋にんじん（中央線 国分寺駅北口）
● 参加費：3,000円

ン
21
）

　多くの国民が反対しているＴＰＰが大筋合意をし、発効に向けて

動き出しています。貿易の自由化といいながら、実は不平等貿易

のような内容で私たちの食の安全は根底から脅かされます。そし

てＩＳＤ条項により、さまざまな不利益が生じるとされるＴＰＰ。平和

な暮らしを脅かすＴＰＰと安保法制、今からでも反対を言い続け

なければならないと思っています。（ひ）
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食品と暮らしの安全 No.319

コンビニ、スーパー、持ち帰り弁

当、定食屋の雑穀ご飯・玄米のミ

ネラルを実測してみました。

□発行：食品と暮らしの安全基金

CR消費者リポート 1578号

・特集「わからない、選べない　

食品表示 ～消費者の権利を取りも

どそう～」

□発行：日本消費者連盟

土と健康　No.460 　8・9月号

カメムシ斑点米と農薬、ミツバチ

と子どもの健康（安田節子・御園

孝・田坂興亜）

□発行：日本有機農業研究会

見本誌を貸し出します。返却はヤマトのメール便にて、貸し出し期間14日間です。
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古家の改造　男4人で大修理始まる　山形山1 0 / 2 0
フォトニュース再掲

午後三時、天童駅に集合し、車
で十分の阿部善明さんの畑でり
んご狩りを楽しみました。その
後は温泉へ…。

紅葉狩りのハイライトは雪を頂い
た三山を望む弓張平高原。ブナ林
でブナの実拾いも楽しみました。
月山、姥ケ岳、湯殿山を背に。

朝七時には皆さん畑で収穫を楽し
みました。といっても十一月、あ
るのは聖護院大根とニラ。仙台の
紺野さん、柿も収穫できました。

収穫祭と紅葉狩り　10/30～11/1　りんご狩り、芋煮、収穫体験、紅葉狩り
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の。粘土質の土地は水はけも悪く長い間に土台

を侵食して傾き始めたのです。

　傾斜は約2度、油圧ジャッキで持ち上げようと

いう計画です。

　「今年は構造物を何も作らなかった」と心残

りの米山にとっても新たな挑戦です。弘前城の

曳き屋の感動をわが手に？の期待もチャレンジ

の原動力。10月20日、じめじめとカビの匂いも

立ち込める中、10トンジャッキで2本の柱を持ち

あげました。

　10月28日、第2回の持ち上げ実施です。

　興味のある方、援工事いかがでしょうか。枯

葉舞い散る晩秋の山形山へどうぞ。

　青森の弘前城の曳屋（ひきや）に大感動して、

よし自分たちもと思い立ったのが傾いた古家、

これを男4人で持ち上げてみようと改造工事が始

まりました。

　山形山の入口に建つこの家は昭和30年代の開

拓者の家でした。元の持ち主もとうに亡くなり

家ごと譲り受けたのです。開拓時代の面影を残

す住宅で壊すには忍びなく、倉庫として使って

います。屋根の雪下ろしも冬季3回ほど汗を流し

守ってきました。が、いよいよ傾きどうしよう

か思案していました。

　当時の開拓民家は基礎工事もずさんで、土台

の下に砂利を敷きおおきな石を置いた簡便なも

なぜか郷愁をさそう古い民家。以前
は子どもたちがトトロの家とも…。

集ってもう三十年近く。いまも通って
きてくれる心強い仲間たちです。

声をかけ合い慎重に。マスクも役に立
たない臭気。28日は4本の柱です。

再掲


